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審   査   の   要   旨 
 
農産物の流通に関する先行研究によると、産地において各流通主体は独立して存在しているのではなく、
相互にある程度の関係性をもっていることが明らかにされている。しかし、既存研究では、１つの流通主体
を分析し、その中から付随的な形で他の流通主体に言及したものがほとんどであり、流通主体間の連関を含
めて産地の流通構造を実証的に明らかにした研究は少ない。本研究では、複数の流通主体を分析することに
より、産地における流通構造の全貌を明らかにした点でオリジナリティがある。 
 本研究は、青森県のリンゴ生産地域において精力的なフィールドワークを実施し、それによって得られた
一次資料にもとづいて、リンゴの流通構造を解明した点で高く評価できる。現在の農業地理学においては、
生産側の視点だけでなく、消費側の視点をも取り入れて課題を明らかにすることが求められており、この点
においても、本研究は農業地理学の研究の発展に寄与する貴重な研究であり、博士論文として十分な価値が
あることが認められる。 
平成26年2月6日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
